	２０１９年度大学院学生旅費等補助
研究発表等完了報告書
（ 国内 ・ 国外 ）いずれかに○
	受付番号

（教育後援会で記入）

	
	


年　　　月　　　日

大阪市立大学教育後援会

会長　金児　曉嗣　様

私は、下記のとおり研究発表等の報告をいたします。

	参加の種類
	下記のうち該当する記号（A1・A2・B・C・Ｄ）を記入（　　　　）
（A1）本人発表（口頭）　／　（A2）本人発表（ポスター）

（B）共同研究者が発表・本人は参加

（C）参加のみ
（Ｄ）研究者交流

	申請者情報

	所属
	（　　　　　　　）研究科　　　（　　　　　　　）専攻　　学籍番号（　　　　　　　）
（　　　　　　　）研究室
※学籍番号欄について：研究生の場合は、会費を納めた最新の年を西暦で記入してください。

	申請者氏名
	氏名（　　　　　　　）／フリガナ（　　　　　　　）

	住所・連絡先
	〒（　　　-　　　　）
住所：

TEL：自宅　　　　　　　　　　　　　／携帯：　
E-Mail：　
※メールアドレスはすぐ連絡のつくものにしてください。複数可。スマホ・PC拒否設定を解除願います。

	研究発表・参加内容等

	発表完了日
	発表（参加）完了日（　　　　/　　/　　）※西暦で記載（例： 2019/8/30）

	発表論文題目
	※参加のみの場合は記入不要。



	開催場所
	開催国（　　　　　　　）　／　開催都市（　　　　　　　）
開催会場名（　　　　　　　）

	発表学会名等
	

	選考希望分野

・分科名
	下記のうち該当するものを記号と分野名で記入
（　　　　　　　）記入例： A1情報学
A 総合領域

A1情報学／A2神経科学／A3実験動物学／A4人間医工学／A5健康・スポーツ科学／A6生活科学／A7科学教育・教育工学／A8科学社会学・科学技術史／A9文化財科学／A10地理学
B 複合領域

B1環境学／B2ナノ・マイクロ科学／B3社会・安全システム科学／B4ゲノム科学／B5生物分子科学／B6資源保全学／B7地域研究／B8ジェンダー
C 人文学

C1哲学／C2文学／C3言語学／C4史学／C5人文地理学／C6文化人類学

D 社会科学

D1法学／D2政治学／D3経済学／D4経営学／D5社会学／D6心理学／D7教育学
E 数物系科学

E1数学／E2天文学／E3物理学／E4地球惑星科学／E5プラズマ科
F 化学

F1基礎化学／F2複合化学／F3材料化学
G 工学

G1応用物理学・工学基礎／G2機械工学／G3電気電子工学／G4土木工学／G5建築学／G6材料工学／G7プロセス工学／G8総合工学
H 生物・医学

H1基礎生物学／H2生物科学／H3人類学／H4薬学／H5基礎医学／H6境界医学／H7社会医学／H8内科系臨床医学／H9外科系臨床医学／H10歯学／H11看護学


	共同研究者
	※本人名も必ず記入してください。複数の場合は(・)で区切って記入。



	発表等の概要

（400字以上）
	参加の種類が（A1)・（A2）・（B)の場合は、この研究課題に関する国内外の研究動向、当該研究の独創性・特色を中心に発表論文の概要を、 (C)・(Ｄ)の場合は、参加・交流理由が明確にわかるように、自身の研究課題と関係付けて参加学会・研究交流等の概要を、平易かつ簡潔に記述してください。＜以下に記述してください＞



	得られた成果

（400字以上）
	参加の種類が（A1)・（A2）・（B)の場合は、 今回の研究発表によって自身の研究を推進する上でどのような成果が得られたか、関連分野の研究発展あるいは社会発展への寄与について。（C)・(Ｄ)の場合は、参加・交流することによる自身の研究への波及効果を中心に、平易で簡潔に記述してください。

＜以下に記述してください＞



	費用明細等
	

	費用等
	費用明細は実際に要した確定金額を記入してください。　　　注）補助額ではありません
往復交通費　（　　　　　　　　　円）
宿  泊  費　（　　　　　　　　　円）

学会等参加費（　　　　　　　　　円）
費用合計額　（　　　　　　　　　円）※上記3費目の合計額を記載してください。


【注意事項】

・報告書は、すべての項目に正確に記入してください。

・本補助の採択決定を受けた場合は、研究発表等完了後１ヶ月以内、また既発表の場合は採択決定後１ヶ月以内に、教育後援会ホームページ上の「研究発表等完了報告書（Word形式）」をダウンロードしてに記載し、各種領収書の写し、および発表状況が分かる写真（無いときは、発表者の名前が記載されている講演プログラムの写し）とともに申請時と同じメールアドレスに添付送信してください。

・研究発表等完了報告書が提出されない場合は補助金の返還を求めるとともに、次年度の申請を受付しません。
・申請額より確定額が少額になり、補助額が確定額を超過した場合は差額を返還すること。
【報告書送信先】　教育後援会事務局　j-insei.ryohi@osaka-cu.com
